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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 3月 2日 (2007.3.2)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】

第 １ 種 Ｃ Ｐ Ｕ が 出 力 す る 第 １ 種 制 御 信 号 群 ま た は 第 ２ 種 Ｃ Ｐ Ｕ が 出 力 す る
第 ２ 種 制 御 信 号 群 を 入 力 し て 内 部 の 制 御 信 号 群 に 変 換 す る 変 換 回 路 に お い て 、
前 記 リ セ ッ ト 信 号 が 無 効 と な っ た に 、 前 記 第 １ 種 制 御 信 号 群

前 記 第 ２ 種 制 御 信 号 群 の 状 態 を 保 持 す る 記
憶 手 段 を 有 し 、
前 記 記 憶 手 段 に 保 持 さ れ た 内 容 に 基 づ き 、 当 該 変 換 回 路 に 前 記 第 １ 種 制 御 信 号 群 ま た は 前
記 第 ２ 種 制 御 信 号 群 の 何 れ が 入 力 さ れ て い る か を 認 識 す る こ と を 特 徴 と す る 変 換 回 路 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】
前 記 記 憶 手 段 に 保 持 さ れ た 内 容 に 基 づ き 、 当 該 変 換 回 路 に 入 力 さ れ て い る 第 １ 種 制 御 信 号
群 ま た は 第 ２ 種 制 御 信 号 群 か ら 、 前 記 第 ２ 種 制 御 信 号 群 ま た は 前 記 第 １ 種 制 御 信 号 群 と 略
同 一 仕 様 の 内 部 の 制 御 信 号 群 を 生 成 す る 内 部 信 号 生 成 回 路 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の 変 換 回 路 。
　
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 請 求 項 １ に 係 る 変 換
回 路 は 、 第 １ 種 Ｃ Ｐ Ｕ が 出 力 す る 第 １ 種 制 御 信 号 群 ま た は 第 ２ 種 Ｃ Ｐ Ｕ が
出 力 す る 第 ２ 種 制 御 信 号 群 を 入 力 し て 内 部 の 制 御 信 号 群 に 変 換 す る 変 換 回 路 に お い て 、
前 記 リ セ ッ ト 信 号 が 無 効 と な っ た に 、 前 記 第 １ 種 制 御 信 号 群

前 記 第 ２ 種 制 御 信 号 群 の 状 態 を 保 持 す る 記
憶 手 段 を 有 し 、 前 記 記 憶 手 段 に 保 持 さ れ た 内 容 に 基 づ き 、 当 該 変 換 回 路 に 前 記 第 １ 種 制 御
信 号 群 ま た は 前 記 第 ２ 種 制 御 信 号 群 の 何 れ が 入 力 さ れ て い る か を 認 識 す る も の で あ る 。
ま た 、 請 求 項 ２ に 係 る 変 換 回 路 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 変 換 回 路 に お い て 、 前 記 記 憶 手 段 に

リ セ ッ ト 信 号 と
と

有 効 か ら 時 の 負 論 理 ア ド レ ス
ラ ッ チ 信 号 ま た は の 正 論 理 ア ド レ ス ラ ッ チ 信 号

リ セ ッ ト 信 号 と
と

有 効 か ら 時 の 負 論 理 ア ド レ ス
ラ ッ チ 信 号 ま た は の 正 論 理 ア ド レ ス ラ ッ チ 信 号



保 持 さ れ た 内 容 に 基 づ き 、 当 該 変 換 回 路 に 入 力 さ れ て い る 第 １ 種 制 御 信 号 群 ま た は 第 ２ 種
制 御 信 号 群 か ら 、 前 記 第 ２ 種 制 御 信 号 群 ま た は 前 記 第 １ 種 制 御 信 号 群 と 略 同 一 仕 様 の 内 部
の 制 御 信 号 群 を 生 成 す る 内 部 信 号 生 成 回 路 を 具 備 す る も の で
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あ る 。
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